
八
坂
刀
賣
命

祭
神　

諏
訪
神
社
の
祭
神
・
八
坂
刀
売
神
は

諏
訪
の
神
で
あ
る
建
御
名
方
神
の
后
神

由
緒

諏
訪
神
社

館山神社に集まった館山地区の山車と明神丸

紅で描かれた「あらい」の半纏を纏った若衆の威勢の良い曳き廻し
あらいの半纏

諏訪大明神の額

「裸」という衣装をまとった新井若衆

　

新
井
の
祭
り
と
言
え
ば
一
番
の
魅
力
だ
と
言
わ

れ
る
速
い
勇
壮
な
曳
き
廻
し
と
若
衆
の
威
勢
の
良

さ
、そ
し
て
手
際
の
良
い「
キ
リ
ン
」さ
ば
き
な
ど

迫
力
に
溢
れ
、舵
が
切
れ
な
い
な
が
ら
も
御
舟
の

機
敏
な
や
り
回
し
は
、見
る
者
に
感
動
を
呼
び
込

む「
祭
り
を
愛
す
る
熱
い
仲
間
達
」と
い
う
印
象
を

持
つ
人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。走
り
に
危
険

が
な
い
よ
う
に
と
平
成
元
年
頃
か
ら
変
え
た
と
い

う
他
の
町
と
は
一
風
変
わ
っ
た
地
下
足
袋
と
脚
絆

の
ス
タ
イ
ル
や
、こ
こ
一
番
の
決
め
時
に
は
筋
骨

隆
々
、黒
く
焼
け
た
上
半
身
と
な
り
、裸
と
い
う
衣

装
を
ま
と
っ
た
若
衆
は
ま
さ
に
新
井
の
自
慢
で

す
。「
武
・
走
・
裸
・
道
」と
い
う
四
文
字
に
込
め
た
精

神
は
今
も
若
衆
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、里
見
水
軍
の
流
れ
を
汲
ん
だ
出
陣
太
鼓

が
特
徴
で
、新
井
の
お
囃
子
で「
速
ば
か
」と
言
え

ば
、こ
の
地
域
で
一
般
的
に
叩
か
れ
て
い
る「
速
ば

か
」や「
御
舟
ば
か
」で
は
な
く
、そ
れ
は「
新
井
の

速
ば
か
」で
あ
り
、そ
の
ば
ち
捌
き
や
リ
ズ
ム
、腹

に
く
る
響
き
は
理
屈
で
は
な
い
聞
け
ば
わ
か
る
士

気
の
高
揚
す
る
自
慢
の
お
囃
子
で
す
。

● 
旧
鎮
座
地
・
安
房
郡
館
山
町
大
字
館
山
字
東（
大
正
期
）

　 
現
在
は
館
山
市
館
山
一
〇
二
二
番
地
の
一
辺
り

● 

現
在
は
館
山
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

● 

宮
司 

・ 
酒
井
昌
義

自
慢
の
祭
り
・
若
衆

　この時代は御舟の
先端に現在のような
舵棒はなく、てっこ棒
のみで舵を切り、ブ
レーキをかける役目
もしていました。舵を
切ったりブレーキを
かけたりする時に、
てっこ棒を突っ込む
左右の桁の部分は、

【大正14年、六輪の明神丸】

【昭和30年、四輪の明神丸】

てっこ棒を引っ掛かり易くする為に、片側三輪ある各車輪の間（中
央の車輪の前後）の桁の下部を切り欠いてあるのが特徴といえま
す。浜上（はまじょ）と呼ばれる土地の屈強な男達が軽々と重い
てっこ棒を操り、舵取り、ブレーキ、今で言う交通等の役目も担っ
ていました。走行中は、この浜上と呼ばれる人達で御舟の周りはバ
リケードのようになり、誰も寄りつけなかったといいます。また、
太鼓や笛等お囃子の役目をする者は、岡上（おかじょ）と呼ばれて
いました。当時は土地に生まれた人でないとなかなか祭りに入る
事が許されず、土地に生まれた人のみが若頭（五十代）になる事が
でき、よそから来た人は「高張り三年」と言われ、三年は高張りの役
目をしないと受け入れて貰えなかったといいます。

　御舟の先端には一
本の舵棒がついてお
り、舵が切れない分「キ
リン」が装着され、現在
と同じように曳き廻
しが行われていまし
た。この写真の一本舵
棒の前は、U字型の舵
棒で、左右から人が付
いて操作していた時

代もあったといいます。下町の交差点は「キリン」を使わず一発で、
舵棒だけで曲げるというこだわりは、今も昔も変わっていません。

　

そ
し
て
八
月
二
日
の

本
祭
で
の
館
山
神
社
入

祭
か
ら
御
浜
入
り
の
曳

き
廻
し
で
は
、年
番
に
関

係
な
く
先
頭
で
走
る
こ

と
が
館
山
の
ま
つ
り
の

伝
統
で
あ
り
、同
じ
く
本

祭
の
午
後
三
時
半
頃
に

一
気
に
駆
け
上
が
る
赤

山
の
坂
や
、夜
の
歩
行
者

天
国
で
の
速
い
走
り
は

是
非
皆
さ
ん
に
見
て
頂

き
た
い「
こ
れ
ぞ
新
井
」

と
い
う
場
面
で
す
。

（
や
さ
か
と
め
の
み
こ
と
）

で
す
。神
道
の
女
神
と
言
わ
れ
、諏
訪
大
社
他
、各
地
の
諏

訪
神
社
に
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。新
井
と
下
町
の
氏
神
だ
っ

た
諏
訪
神
社
は
、大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東

大
震
災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
館
山

神
社
に
合
祀
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。諏
訪
神
社
は
現

在
の
館
山
商
店
街
協
同
組
合（
Ｔ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル
）近
辺
に
あ
っ

た
そ
う
で
す
。新
井
集
会
所
に
は
御
舟「
明
神
丸
」の
名
前
の

由
来
と
な
っ
た
諏
訪
大
明
神
の
額
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ

の
額
の
裏
に
は
文
化

四
年
の
墨
書
き
が
残

さ
れ
て
お
り
、そ
の
歴

史
の
深
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

祭
り
の
起
源　

大
正
三
年
、旧
館
山
町（
現
在

の
青
柳
、上
真
倉
、新
井
、下
町
、仲
町
、上
町
、

楠
見
、上
須
賀
地
区
）と
、旧
豊
津
村（
現
在
の

沼
、柏
崎
、宮
城
、笠
名
、大
賀
地
区
）が
合
併

し
館
山
町
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、大

正
七
年
よ
り
毎
年
十
三
地
区
十
一
社
が
八
月

一
日
・
二
日
の
祭
礼
を
合
同
で
執
り
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、大
正
十
二
年
の

関
東
大
震
災
に
よ
り
、諏
訪
神
社（
下
）、諏
訪

神
社（
上
）、厳
島
神
社
、八
坂
神
社
他
三
社
倒

壊
の
た
め
、協
議
に
よ
り
七
社
の
合
祀
を
決

め
、昭
和
七
年
館
山
神
社
と
し
て
創
建
さ
れ

ま
し
た
。現
在
は
館
山
十
三
地
区
八
社
と
し

て
、神
輿
七
基
、曳
舟
二
基
、山
車
四
基
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
出
祭
し
て
い
ま
す
。愛

称「
た
て
や
ま
ん
ま
ち
」と
し
て
、城
下
の

人
々
に
よ
っ
て
伝
え
続
け
ら
れ
て
き
た
〝
心

の
ま
つ
り
〞
で
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ

ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


